


当施設は、令和２年１０月に「災害時における施設の使用等に関する協定書」を綾瀬市と締結。
避難所の開設に加えて、車での避難者を受け入れる駐車スペースも提供することで、感染症対
策としての分散避難にも寄与する。

　災害時にも貢献する施設の役割とエネルギーシステム横浜森永乳業株式会社

令和2年度

社会経済

本社工場/神奈川県綾瀬市

　横浜森永乳業株式会社は、森永乳業グループの首都圏にお
ける主力工場として、「森永のおいしい牛乳」「アロエヨーグル
ト」「ビヒダスヨーグルト」といった牛乳・乳製品を主に製造さ
れています。また、同工場では、最新設備を　駆使し、高い技術
力と徹底した品質管理により、お客さまに安心・安全で高品質
な製品を日々製造されています。

　当工場では、系統電力のみでは電力供給量が不足するため、工場の安定操業のためにガスタービンＣＧ
Ｓを導入していましたが、設置年数経過に伴う経年劣化による老朽化が進んでいたことから更新が必要な
状況にありました。そこに、乳業業界が甚大な影響を被った北海道胆振東部地震が平成30年に発生。その
被害状況を踏まえると、停電時の対策は当社においても重要な課題として認識し、急務の対応が必要とな
りました。
　こうした状況を踏まえ、ＣＧＳの更新については、当工場においての停電時対策として現行の停電未対応
型機から停電対応型機とすることについて、検討を進めることになりました。
　検討においては、電力供給量の確保はもちろんのこと、既存のエネルギーシステムを有効に活用できる設
備であることなどを含めて検討した結果、停電対応型ガスエンジンＣＧＳへ更新することに決定しました。
　導入にあたっては、初期費用の平準化や導入後の運転管理、メンテナンスといった維持管理に必要なサ
ービスの包括的対応が可能なエネルギーサービス方式を採用し、また、補助金の活用によりコストも抑制
しつつ、停電時の対応が可能なシステムを導入することができました。
　今回の事業により、停電時において一部の製造設備や保温設備を継続稼働することが可能となったこと
から、廃棄等による食品ロスが大きく抑えられるものと期待しております。
　また、当工場としては、今後も定期的な防災訓練等を実施することにより、災害時における問題点の改善
を継続的に進め、災害時の避難先としてさらなる地域貢献に努めて参ります。

補助金を用いた設備導入の経緯と効果

横浜森永乳業株式会社 プラント・エネルギー管理室長　荒井 光成 様

事業者様の声

2112_05

照明 コンセント空調

給湯 トイレ

社員食堂を避難所として開設
　　地域住民や帰宅困難者を50人程度受け入れることが可能
車中避難できる駐車スペースを提供

役　割

停電対応型ガスエンジンで発電した電力を工場および
避難所へ給電
　　一部の製造設備や冷蔵庫等、保温設備の継続稼働と受け
　　入れた避難者に対するサービス提供に必要な電力を確保

システムフロー（概略）

工場

本社工場　外観

導 入 設 備：停電対応型ガスエンジン７００ｋW×２台
共同申請者：東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社

（エネルギーサービス方式）

補助事業の概要
商用電力

都市ガス

停電対応型ガスエンジン
700kW×2台

蒸気出力

発電出力

車中避難スペース

避難所：社員食堂

システム

本社工場

・製造および製品の保管に
  必要な設備の継続稼働

　主な給電先 避難所で使用可能な設備の例



　当社は、スーパーマーケット事業で取り扱う商品の更なる付加価値の創出、および他企業への販路拡大に向けた取り組みと
して、各地に点在していた総菜や食肉のプロセスセンターと当社の本部機能を一拠点に集約させ、生産機能強化と生産性向
上を図ることで、新たな事業形態（製造小売業）へ展開する際の中枢となる新工場の整備を計画しておりました。
　計画にあたっては、①新工場の建設予定地が平成30年に発生した西日本豪雨による被害を受けた地域に位置していること、
②風水害によって当社の各店舗が大きな被害を受けた経験があること、以上を踏まえて事業継続性の強化対策についても協
議を行いました。
　また、当社は、本社を置く広島市様と災害時における物資提供に関する協定を締結するなど、かねてより自治体と連携した
地域防災に積極的に取り組んでおり、「地域防災力の充実化」に紐づいた方針としていた新工場の整備計画においても、自治
体等と協議を重ねた結果、災害時に近隣住民の方々に当社施設を避難所として活用いただくことにしました。　こうした経緯
を背景に、新工場の整備計画においては、災害時における当社本部の機能維持と、避難所の開設に必要な防災用電源の導入
に関する検討を行うに至りました。
　検討にあたっては、災害時には新工場内に移転する当社本部機能および避難所機能が維持できること、平時には、生産ライ
ンの稼働時の省エネルギー化に寄与できること、これらを前提とした検討を進めた結果、停電対応型CGSが最適であるとの結
論を得ました。導入においては、当補助金を活用したエネルギーサービス方式による設備導入を行うことで、コスト面における
対応を図ることができました。
　今回の設備導入により、平時の省エネルギー化はもちろん、有事における事業継続性の向上につながったものと認識してい
ます。また、豪雨災害により大きな被害を受けた地区の緊急時退避場所に、停電対応設備が導入されたことは非常にありがた
い、と自治体様から感謝の言葉をいただいたことからも、微力ながら地域へ貢献できたものと考えています。

補助金を用いた設備導入の経緯と効果

株式会社フレスタホールディングスグループ運営推進担当　重村 俊幸様

　平時・災害時のエネルギーシステム株式会社フレスタ

令和2年度

社会経済

フレスタグループ本部/広島県広島市

　株式会社フレスタは、広島県内初となるスーパーマーケットを
開業する等、広島県を中心に中国地方でスーパーマーケット事
業を展開されている創業から130年以上の歴史を有する企業で
す。また、近年注目されている食品宅配事業に2000年代初頭よ
り参入されるなど、時代によって変化するお客さまのライフスタイ
ルに応じた最適な商品や、サービスを提供されています。
　本事業では、フレスタグループ本部の移転にあわせて自社、お
よび地域の防災対策の取り組みとして、停電対応型CGSを導入
されました。

事業者様の声

2112_05

本部機能の維持に必要な設備(照明、通信機器等)の継続使用を可能にするだけでなく、
避難所の開設に必要なサービス(照明、スマホ充電等)の電源となる

停電時

消費電力量の低減やピークカット等により、省エネルギー化に寄与平 時

避難スペースの一例
(５F 機械室)

工場

　災害時における施設の機能

　　継続的に使用できる主な設備

フレスタグループ本部　外観
導入設備：停電対応型ＣＧＳ ３５ｋｗ×６台
補助金額：９０，２９５千円
導入方式：エネルギーサービス方式

補助事業の概要

フレスタグループの
事業継続性向上に寄与

地域住民に
安心・安全を提供

施設の4階以上の共用部分(廊下等)に、最大2,000人の
地域住民等を受け入れることが可能

停電対応型CGSで発電した電力を、事務所の照明や、
通信機器に給電することで本部機能を維持

避難所として開放するエリアにも給電し、照明の確保や
携帯電話の充電エリアを開放する計画

商用電力

都市ガス

停電対応型CGS 35kW × 6台

温水出力

発電出力
照明 通信機器

温水利用

給電利用

手洗い等

手洗い等井水通信機器照明



　ナガシマリゾートは過去に数々の災害に見舞われてきた地域に位置しており、直近では、平成30年に４つもの台風の直撃を受
け、当施設においても大きな被害に遭いました。当社では、こうした地域特性や過去の経験則を踏まえ、また、多くの人に訪れてい
ただくレジャー施設として担っている責務を果たすべく、常時より地域防災力向上に貢献すべく活動に取り組んできました。
　今回、大規模災害等に備えた地域電力の安定供給や電力需要の平準化に資する取り組みとして、有事にナガシマリゾート全体
で使用するピーク時電力量をほぼ全量賄える体制を目指し、既存の自家発電設備を増強する形で大型CGSを導入する計画を検
討するに至りました。
　検討にあたり大きな課題となったのは、CGSの排熱利用用途。排熱需要施設までの配管工事が物理的かつ経済的に極めて難
しい状況にありましたが、関係各者と検討に検討を重ねた結果、排温水を利用した高効率バイナリー発電機を用いたシステムと
し、同機をCGS近傍に設置することで解決をみました。また、当補助金の活用により初期投資を大幅に抑制することができたこと
も、事業推進の大きな後押しとなりました。
　CGSの導入により、自治体の避難所に指定されている各ホテルと日帰り温泉施設において、非常時に電力負荷の大部分を補う
ことができるようになったとともに、ナガシマスパーランド内の施設にも給電できる体制が整い、災害時の対応力が向上したもの
と自負しております。また、自治体からも、地域住民のみならず大勢の来場者に対する体制が強化されたことは、大きな安心につな
がる、と高く評価いただいております。
　今後は、今回のCGS導入による効果・それに伴う体制に満足することなく、想定を超える頻度と苛烈さを見せる災害に対して、
所有する敷地と各種施設・設備を効果的に活用した防災計画を、自治体と連携して進めていくとともに、CO2削減といった環境
問題にも積極的に取り組んで参りたいと考えています。

補助金を用いた設備導入の経緯と効果
長島観光開発株式会社 総務部 総務課　伊藤 真仁様

　災害時にも貢献するエネルギーシステム長島観光開発株式会社レジャー
/ホテル

平成31年度
令和2年度

社会経済

ナガシマリゾート/三重県桑名市

　長島観光開発株式会社は、「安全・清潔・サービス」を基本理念
に、「自然を大切にして健全な遊びを提供することにより、働く人
々の心のやすらぎと明日への活力を取戻していただくこと」を社会
的使命とし、常にお客さまのニーズをとらえたレジャー事業を積
極的に展開されています。
　国内はもとより、海外からも絶叫マシン愛好家が訪れるアミュ
ーズメント施設である「ナガシマスパーランド」を中心としたナガシ
マリゾートは、国内有数の総合レジャー施設です。その広大な敷
地には、夏に開設される屋外海水プールや日帰り温泉施設、アウ
トレットモール、花とみどりとイルミネーションを楽しめる施設とい
ったアミューズメント施設に加え、３棟のホテルを併設するなどさ
まざまな施設を擁した、四季を通じてお子様から大人まで３世代
で楽しむことができる、一大リゾート地として活況を呈しています。

ナガシマリゾート 全景

事業者様の声

2112_03

停電時
停電対応型CGSで発電した電力をナガシマリゾート内の各施設へ給電
各ホテルや温泉施設の運営に必要な電力負荷の大部分を補える

導入設備：停電対応型CGS 1,900kW×2台
補助金額：255,000千円

補助事業の概要

事業者様の取り組み

ナガシマリゾート内にある温泉施設(湯あみの島)は、桑名市指定避難所であり(協定締結：平成21年6月)災害時は
約3,000人を受け入れることが可能です。空調、照明、温浴、トイレ等、災害時であっても平時と同様に各設備を継続利
用できる他、備蓄物資の提供も可能となっています。また状況によって、リゾート内のホテル群でも避難者を受け入れる
ことが可能な体制を整備されています。
　今回導入されたCGSは、南海トラフ巨大地震発生時の浸水想定より高い場所に設置したことで、大規模災害に対す
る事業継続性が一層強化されました。なお、CGS建屋の一部は資材・物資等を備蓄する防災倉庫としても活用してい
く予定です。

災害時における施設の機能

照明/湯あみの島 避難スペース/湯あみの島

CGSで発電した電力を各施設へ給電

最大で3,000人の避難者を受け入れ
照明・空調・温浴・トイレ等さまざまなサー
ビスを提供し、避難者の生活を支援する

停電対応型CGS1,900kW×2台

ホテル花水木 ホテル花水木湯あみの島

商用電力
バイナリー
発電出力

ＣＧＳ：発電出力

都市ガス

商用電力

主な給電先

温水利用

バイナリー発電機 72kW
(補助対象外)
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